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正
し
い
横
断
の
勧
行

20

日
ま
で
春
の
交
通
安
全
運
動

　
春
の
交
通
安
全
運
動
が
去
る
†
一

日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十
日
間
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
と
し
の
実
施
目

標
は
．
1
歩
行
者
の
正
し
い
横
断
の

励
行
と
横
断
歩
道
に
お
け
る
保
護
の

徹
底
　
2
飲
酒
運
転
の
追
放
、
3
車

輔
の
安
全
整
備
の

励
行
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
十
日
町
市
で
は

市
交
通
対
策
協
議

会
、
安
全
協
会
．

運
転
者
協
会
の
三

団
体
♪
警
察
署
が

一
体
と
な
っ
て
期

間
中
市
内
各
要
所

で
変
通
街
頭
指
導

を
行
な
5
な
ど
活

発
な
運
動
を
展
開

L
交
通
事
故
防
止

に
努
め
て
い
ま
す

　
こ
と
し
は
十
日

町
地
区
に
県
企
画

’u幽uの一
部
公
害
課
に
よ
る
移
動
交
通
事
故
相

談
所
が
開
設
さ
れ
、
五
月
か
ら
専
門

相
談
員
が
県
か
ら
出
向
い
て
く
る
こ

と
に
な
り
、
去
る
十
日
に
は
じ
め
て

の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
ん
な

十
日
町
市
で
も
実
施
予
定

　
　
　
　
　
　
　
交
通
災
害
共
済
制
度

六
十
円
（
中
学
生
以
下
三
百
円
）
の

保
険
料
を
納
め
ま
す
と
交
通
事
故

に
よ
る
死
亡
、
障
害
の
程
度
に
よ

っ
て
見
舞
金
を
等
給
よ
っ
て
支
給

す
る
も
の
で
最
高
五
十
万
円
ま
で

支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
●
加
人
で
き
る
人

　
十
日
町
市
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
し
て
あ
る
人
。

　
●
交
通
災
害
の
対
象

　
自
動
車
、
パ
イ
ク
、
自
転
車
、

荷
車
、
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
の
交
通
に

よ
る
人
身
事
故
。

　
●
納
め
る
保
険
料

　
一
人
に
つ
き
三
百
六
十
円
（
た

だ
し
中
学
生
以
下
の
人
は
三
百

円
）

に
行
政
機
関
が
整
備
さ
れ
よ
う
と
交

通
安
全
運
動
は
地
域
住
民
一
人
一
人

が
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
、
交

通
事
故
防
止
の
最
も
近
道
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

運
転
者
に
お
願
い

　
横
断
歩
道
ま
た
は
道
路
の
左
端
に

横
断
し
て
い
る
歩
行
者
が
あ
る
と
き

は
、
必
ず
一
時
停
止
し
て
く
だ
．
さ

い
．

歩
行
者
に
お
願
い

　
信
号
機
の
あ
る
と
こ
ろ
は
必
ら
ず

信
号
に
従
う
．
横
断
は
左
右
を
確
め

て
右
手
を
あ
げ
て
渡
っ
て
く
だ
さ

い
。

す
．
今
回
の
申
込
み
は
立
ち
退
き
が

な
い
と
入
居
で
き
ま
せ
ん
か
ら
ご
注

下
条
一
部
の
字
名
、5

交
通
事
故
相
談
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
毎
月
第
一

　
　
交
通
事
故
の
激
増
に
対
処
し
て

　
各
市
で
交
通
災
害
共
済
制
度
が
設

　
け
ら
“
て
い
ま
す
が
、
十
日
町
市

　
で
は
同
制
度
の
実
施
に
つ
い
て
去

　
る
七
日
の
県
而
長
会
で
申
し
合
わ

　
せ
た
十
四
市
に
よ
る
（
現
在
実
施

　
の
六
市
を
除
く
）
共
同
実
施
を
目

　
標
に
準
備
を
進
め
、
来
た
る
六
月

　
の
定
例
市
議
会
に
は
か
る
こ
と
に

　
し
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
制
度
は
市
町
村
が
一
部
事

　
務
組
合
を
設
立
し
て
住
民
か
ら
掛

　
金
を
か
け
て
も
ら
い
．
交
通
事
故

　
に
あ
っ
た
時
見
舞
金
を
払
う
制
度

　
で
、
九
月
一
日
の
発
足
を
メ
ド
に

　
し
て
い
ま
す
。
そ
の
あ
ら
ま
し
は

鯉
い
っ
て
一
人
一
日
一
円
で
年
三
百

剛
次
の
と
お
り
で
す
．
ひ
と
く
ち
に

♂喚終ず““》霞ゾ醍

》w醒騨
　
県
企
画
部
公
害
課
で
は
、
交
通
事

故
相
談
業
務
の
普
及
と
交
通
事
故
被

害
者
の
便
を
は
か
る
た
め
、
県
内
八

ヵ
所
に
移
動
交
通
事
故
相
談
所
を
開

設
し
ま
し
た
が
、
十
日
町
市
も
そ
の

ひ
と
つ
と
し
て
去
る
十
日
、
市
役
所

で
開
か
れ
ま
し
た
．
相
談
日
は
毎
月

第
二
令
曜
目
午
前
十
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で
、
日
頃
か
ら
交
通
事
故
で
お

困
り
の
方
の
相
談
に
応
ず
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
相
談
に
は
県
か
ら
専
門
係
員

や
地
区
民
生
委
員
、
市
担
当
係
が
当

り
ま
す
．

　
　
第
二
種
市
営
住

　
　
宅
補
欠
募
集

　
市
で
は
八
幡
田
、
谷
内
丑
、
四
日

町
各
市
営
住
宅
の
入
居
補
欠
申
込
み

釜
曜
〉

　
市
で
は
昭
和
三
十
四
年
以
来
、
現

在
ま
で
国
土
調
査
を
行
な
っ
て
き
ま

教
育
委
員
に
月

岡
氏

　
欠
員
と

な
っ
て
い

た
十
日
町

市
教
育
委

員
会
委
員

に
去
る
十

日
臨
時
市
議
会
で
、
川
西
町
千
手
小

学
校
長
月
岡
健
二
氏
（
55
）
が
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
月
岡
氏
は
昭
和
八
年

新
潟
師
範
卒
。
昭
和
三
十
二
年
二
月

大
井
田
小
学
校
長
，
同
三
十
八
年
七

月
川
治
中
学
校
長
、
四
十
一
年
四
月

川
西
町
千
手
小
学
校
長
を
歴
任
．

意
く
だ
さ
い
．

　
不
明
の
点
は
社
会
福
祉
事
務
所
へ

区
域
を
変
更

月
1
0
日
か
ら

を
つ
ぎ
の
と
お
り
受
付
け
て
い
ま

す
。受

付
期
間
　
昭
和
四
十
三
年
五
月
十

　
　
　
　
　
五
日
～
二
十
四
日

受
付
場
所
　
市
社
会
福
祉
事
務
所

入
居
予
定
　
現
在
入
居
者
立
ち
退
き

　
　
　
　
　
後

　
な
お
前
回
の
申
込
者
の
補
欠
有
効

期
間
は
五
月
末
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
前
回
申
込
み
の
入
居
希

望
者
は
再
申
込
み
の
必
要
が
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
に
と
も
な
い
、
下
条
ー

里
地
区
域
の
こ
れ
ま
で
の
大
字
上
新
．

田
、
中
新
田
、
上
組
、
下
組
を
下
条

一
丁
目
か
ら
下
条
四
丁
目
ま
で
及
び

下
条
中
島
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
四
十
三
年
五

月
十
日
県
知
事
の
公
告
に
よ
っ
て
効

力
が
生
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
，

す
．
こ
の
結
果
市
役
所
の
保
管
し
て

い
る
戸
籍
簿
．
住
民
票
等
の
本
籍
、

住
所
、
地
番
は
全
て
変
更
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
、
な
お
、
下
条
地
区

甲
、
乙
内
の
小
字
も
同
時
に
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ハ

大
字
下
組
地
内
の
小
字
、
水
沢
地
区
”
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
リ

の
大
字
馬
場
丁
、
戊
、
大
字
新
宮
”
”

ど
う
ぞ
ご
利
用
を

　
　
　
　
　
野
沢
温
泉
国
保
指
定
旅
舘

　
市
民
保
養
の
国
保
指
定
温
泉
旅
舘

は
、
こ
と
し
は
つ
ぎ
の
と
お
り
計
画

控
除
額
の
引
き
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
i
地
方
税
改
正
！

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

昭
和
四
十
三
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る

改
正
の
お
も
な
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

六
月
一
日
ま
で
に
提
出
を

選
挙
人
名
簿
登
録
申
出
書

　
永
久
選
挙
人
名
簿
の
登
録
回
数
が

年
二
回
か
ら
年
四
回
（
三
月
、
六

月
、
九
月
、
十
二
月
）
に
増
加
さ
れ

ま
し
た
．
次
の
か
た
は
登
録
申
出
書

を
而
選
挙
管
理
委
員
会
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

な
い
と
選
挙
の
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。一

、
六
月
一
日
で
満
二
十
才
に
な
っ

た
人
（
昭
和
二
十
三
年
六
月
二
日
以

前
に
生
れ
た
人
、
住
民
登
録
に
よ
り

該
当
者
に
往
復
ハ
ガ
キ
を
発
送
し
ま

し
た
が
該
当
者
で
ハ
ガ
キ
の
行
か
な

い
か
た
も
登
録
申
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
）

二
、
六
月
一
日
ま
で
に
選
挙
権
を
有

し
、
か
つ
他
而
町
村
よ
り
転
入
し
、

引
き
続
き
三
ヵ
月
以
上
十
日
町
市
の

区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
人
。

三
、
い
ま
ま
で
の
名
簿
に
漏
れ
た
人

市
県
民
税

引
上
げ
に
な
っ
た
各
控
除
額
（
　
）

は
現
行

基
礎
控
除
額
十
一
万
円
（
十
万

円
）配

偶
者
控
除
額
九
万
円
（
八
万

円
）扶

養
控
除
額
一
人
に
つ
き
　
五
万
円

（
四
万
円
）

障
害
者
ま
た
は
勤
労
学
生
控
除
額

六
万
円
（
五
万
円
）

生
命
保
険
料
　
二
万
五
千
円
（
二
万

二
千
五
百
円
）

障
害
者
、
未
成
年
者
．
老
年
者
、
寡

婦
等
の
非
課
税
範
囲
　
二
十
八
万
円

（
二
十
六
万
円
）

給
与
所
得
控
除
、
勤
労
学
徒
控
除

七
万
円
（
三
万
七
千
五
百
円
）

勤
労
控
除
額
の
限
度
額
　
二
十
一
万

円
（
十
七
万
二
千
五
百
円
）

　
　
　
調
理
師
試
験
準

　
　
備
講
習

　
　
　
　
　
｝
午
後
三
時
三
＋
分
）

　
と
こ
ろ
十
日
町
保
健
所

　
　
　
　
　
六
月
三
十
日
．
受
験
資
格

　
　
　
　
　
は
中
掌
卒
以
上
で
二
年
以

　
　
　
　
　
上
の
調
理
実
務
経
験
の
あ

　
　
　
　
　
る
も
の
．

，
襯
毒
纐
蠣
薩
掘

8
0”

舶
と
き
六
月
十
九
日
、
二
十
日
、

お

・
・
　
　
　
　
二
十
五
日
、
二
十
六
日

9
0，

　
　
　
　
（
毎
日
午
前
九
時
三
十
分

”
”
受
講
料
　
五
百
円

“
”
調
理
師
試
験
日

認

　
第
十
九
回
雪
ま
つ
り

　
　
　
写
真
コ
ン
テ
ス

　
　
　
ト
審
査
結
果

　
　
　
　
　
　
（
市
関
係
の
み
）

…
…
◎
白
黒
の
部

盟

し
ま
し
た
の
で
多
数
の
ご
利
用
を
願

い
ま
す
。

O
指
定
利
用
期
間

　
五
月
か
ら
十
一
月
末
ま
で

0
国
保
指
定
旅
舘

◎
利
用
方
法

　
国
保
指
定
宿
泊
券
（
宿
泊
券
は
市

　
役
所
市
民
課
窓
口
ま
た
は
出
張
所

　
に
あ
り
ま
す
）
持
参

O
協
定
料
金

　
イ
、
宿
泊
　
一
泊
二
食
付
一
、
二

　
　
　
〇
〇
円
（
税
、
サ
ー
ビ
ス
料

　
　
　
込
み
）

　
ロ
、
日
帰
り
　
個
室
、
部
屋
代
入

　
　
　
湯
料
と
し
て
一
人
三
〇
〇
円

　
　
　
広
間
部
屋
代
入
湯
料
と
し
て

　
　
　
一
人
二
五
〇
円

　
野
沢
温
泉
ホ
テ
ル
別
舘
あ
か
だ
荘
”
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
器

　
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
市
保
険

課
へ
。寄

付

　
市
内
高
田
町
一
丁
目
庭
野
四
郎
治

さ
ん
は
、
こ
の
ほ
ど
消
防
署
へ
同
庁

舎
の
増
築
資
金
に
と
五
万
円
を
寄
付

さ
れ
ま
し
た
．

，
特
別
賞

　
特
　
選

　
　
〃

　
入
　
選

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

八
木
森
造
（
旭
町
）

佐
藤
一
郎
（
稲
荷
町
三
）

樋
口
喜
ス
川
治
谷
内
丑
）

庭
野
淳
一
（
学
校
町
）

酒
井
通
一
（
本
町
二
）

山
田
善
彦
（
昭
和
町
一
）

大
島
忠
夫
（
稲
荷
町
三
）

0
カ
ラ
ー
の
部

推
せ
ん
　
湯
沢
喜
一
（
本
町
）

入
　
選
　
庭
野
良
平
（
新
座
）

　
〃
　
　
大
島
忠
夫
（
稲
荷
町
三
）

　
〃
　
　
八
木
森
造
（
旭
町
）

　
　
市
町
村
別
電
話

　
　
番
号
簿
を
配
布

　
新
し
い
電
話
番
号
簿
を
六
月
初
旬

’
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ま

　
で
、
同
一
市
内
で
あ
る
の
に
十
日
町

局
、
土
市
局
、
下
条
局
と
局
別
の
掲

載
に
．
引
き
や
す
い
番
号
簿
に
し
ま

　
し
た
。
土
市
局
、
下
条
局
の
電
話
に

　
は
、
電
話
番
号
の
前
に
土
市
あ
る
い

　
は
下
条
と
載
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）

　
鉄
道
妨
害
防
止
運
動

　
　
　
　
（
五
月
三
十
”
日
ま
で
）

L
路
切
り
で
の
一
旦
停
止
．
左
右
を

　
確
認
．

2。

線
路
に
子
供
か
、
遊
ば
せ
な
い
．

翫
駅
構
内
や
線
路
を
歩
か
な
い
．

、，　’φ
般郵

一308一
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市
民
1
人
当
り
2
1
万
円

昭
和
4
1
年
の
市
民
所
得
推
計

　
昭
和
四
十
一
年
の
市
民
所
得
は
、

昭
和
四
十
年
に
比
べ
約
二
十
一
・
七

％
増
の
百
十
六
億
四
百
三
十
三
万
四

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
産
業
別
所
得
構
成
は
第
一
次
産
業

は
十
一
・
六
％
の
十
三
億
五
千
百
二

十
四
万
一
千
円
、
第
二
次
産
業
四
十

八
・
五
％
の
五
十
六
億
二
千
五
百
四

十
九
万
一
千
円
、
第
三
次
産
業
三

十
九
・
九
％
の
四
十
六
億
二
千
七
百

六
十
万
二
千
円
で
就
業
者
一
人
当
り

の
労
彷
生
産
性
は
全
産
業
平
均
四
十

万
六
千
四
百
二
十
八
円
、
第
一
次
産

業
は
十
三
万
八
千
六
百
十
七
円
．
第

二
次
産
業
は
四
十
八
万
三
千
六
百
六

十
四
円
、
第
三
次
産
業
六
十
四
万
五

千
百
四
十
二
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（単位千円）分配所得
構成比％所得額目項

構成比％

IOO。OO

　54．92

　26，82

　　10．07

　　2’78

　　5．63

　　　1．66

　　7， 12

　　　1．07

　71．98

　26．90

　　9。48

　　3．45

　　10．53

　21．62

　　3．98

　　5．95

　　1．36

　　16．73

（単位千円）

OO．CO

53．93

26．34

2．73

5．53

i1．32

4．65

1。63

5．04

0．15

1，623，691

6，268，844

3，061，005

　　317，603

　　642，398

1，316，032

　　540，965

　　189，377

　　585，690

　　　17．809

総　　　　額

雇用者所得
個人業主所得
個人賃貸料所得

個人利子所得
法　人所　得

　　法人税
　　個人配当
　　法人保留
公営薯雪乗余

（単位千円）個人所得

所得額

1，414，310

6，268，844

3，061，CO5

i，149，378

　　317，6G3

　　642，398

　　189，377

　　813，265

　　i21，818

8，216，419

3，070，914

1，0δ2，316

　　394，031

1，201，556

2，467，602

　　454，547

　　679183
　　　　　，

　　155，058

1．？09．093

市内生産所得

構成比％

日．64

10．66

　0．91

　0。07

48．48

　0．H

　5．81

42．56

39．88

13．50

　4．92

（2。63）

　4．66

　　1．32

11．19

　　4．29

目項

　項　　 目　 所得額

第1次産業　　Il，351，241
農　　　　業、1，237，447
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業
業
業
業
蘇
旬
業
蘇
業
務

　
　
　
　
　
　
　
　
動
　
　
信
水
ス

藁
鰹
靴
公

第
　
　
　
　
　
第

73

総　　　　額

雇用者所得
個人業主所得
個人財産所得

個入賃貸料所得

個人利子所得

個人配当所得

振替所得
地域外からの送金

個人消費支出
飲　食　費
被　服　費
光　熱　費
住　居　費
雑　　　費

個人税・税外負担

社会保険負担
地域外への送金

個人貯蓄

成
人
おb

め
で
と
う

二
七
二
人
の
門
出
を
祝
う

　
・
昭
和
四
十
三
年
度
十
日
町
市
の
成

人
式
は
天
候
に
恵
ま
れ
た
去
る
十
二

日
市
民
体
育
舘
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
．
こ
と
し
の
成
人
者
は
戦
後
の
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
で
男
五
百
五
十
二
人
、

女
七
百
二
＋
人
合
わ
せ
て
千
二
百
七

十
二
人
の
最
高
を
記
録
し
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
盛
大
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
成
人
の
記
録
入
選
者
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

市
長
賞
一
席
　
大
津
悦
f
（
十
日
町

　
　
　
　
　
　
病
院
）

　
〃
　
二
席
高
橋
ヶ
ン
（
市
農
協

　
　
　
　
　
　
高
山
出
張
所
）

議
長
賞
一
席
　
村
山
シ
ゲ
ノ
（
市
内

　
　
　
　
　
　
中
央
印
刷
）

　
〃
　
二
席
　
樋
熊
礼
子
（
市
内
中

　
　
　
　
　
　
条
島
）

教
育
委
員
会
賞
一
席
　
庭
野
久
子

　
　
　
　
　
　
（
市
内
愛
宕
幼
稚
園
）

　
　
〃
　
　
二
席
高
矯
洋
子

　
　
　
　
　
　
（
市
内
睦
織
物
）

選
挙
管
理
委
員
会
賞
一
席
　
羽
鳥
純

　
　
　
　
　
　
雄
（
市
内
吉
沢
織
物
）

　
　
　
〃
　
　
　
　
二
席
　
山
田
ユ

　
　
　
　
　
　
リ
子
（
市
内
下
条
貝

「
り
、
　
、
も
、
、
馬
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
侮
、

二
、
借
家
法
は
ど
う
変
っ
た
の
で
す

　
か
。

　
そ
の
一
は
、
借
賃
増
減
請
求
の
場

合
の
法
律
関
係
の
明
確
化
で
、
値
家

七
条
の
規
定
に
よ
る
借
賃
増
滅
請
求

の
場
合
に
つ
き
ま
し
て
亀
、
借
地
法

第
十
二
条
の
増
凝
請
求
の
場
合
と
同

じ
よ
う
な
改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

（
借
家
法
七
条
第
二
項
）

　
そ
の
二
は
、
相
続
人
な
し
に
借
家

人
か
死
亡
し
た
場
合
に
、
そ
の
者
に

事
実
上
の
妻
や
夫
ま
た
は
事
実
上
の

養
子
と
同
様
の
人
が
い
た
場
合
に
は

　
、
、
、
　
へ
し
、
、
り
、

そ
の
人
が
賃
借
人
の
権
利
義
務
を
承

継
し
引
続
い
て
居
住
す
る
こ
と
が
善
、

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
（
同

七
条
の
二
）

　
借
家
人
に
相
続
人
が
い
れ
ば
、
そ

の
人
が
賃
借
権
を
相
続
し
て
、
借
家

人
の
内
縁
の
妻
や
養
子
は
相
続
人
の

借
家
権
を
採
用
し
て
そ
こ
に
居
件
で

き
る
の
で
す
が
、
相
続
人
が
い
な
か

っ
た
と
き
は
、
い
ま
ま
で
は
賃
借
権

は
消
減
し
て
し
ま
っ
て
立
退
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
．
や

は
り
同
居
し
て
い
た
ぞ
れ
ら
の
人
の

　
　
　
　
　
　
の
川
）

佳
作
代
曳
　
　
長
津
勇
次
（
十
日
町

　
　
　
　
　
　
郵
便
局
）

な
し
だ
！
」
。
大
き
な
声
で
い
い
な

が
ら
二
階
へ
か
け
登
っ
た
。
こ
げ
く

さ
い
に
お
い
が
プ
ー
ン
と
し
て
き
た

へ
や
の
中
に
も
う
も
う
と
け
む
り
が

立
っ
て
い
た
。
ア
イ
ロ
ン
を
台
の
上

に
あ
げ
た
ら
　
あ
と
が
く
っ
き
り
と

た
た
み
に
つ
い
て
い
た
。
　
「
あ
ー
火

事
に
な
ら
な
く
て
よ
か
っ
た
」
と
安

心
の
た
め
い
き
を
つ
い
た
。

　
よ
う
や
く
ア
イ
ロ
ン
の
し
ま
つ
を

し
た
と
思
っ
た
ら
．
お
か
あ
さ
ん
に

し
た
人
た
ち
の
こ
と
が
人
事
で
は
な

い
よ
う
に
思
え
て
き
た
。
わ
た
し
も
，

火
事
を
お
こ
そ
う
と
し
し
た
一
人
だ

か
ら
そ
の
人
た
ち
の
持
が
気
わ
か

る
。
わ
た
し
だ
っ
て
自
分
が
火
事
を

お
こ
し
た
ら
い
く
ら
他
の
人
に
な
ぐ

さ
め
ら
れ
て
も
、
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
思

う
。
こ
れ
か
ら
は
、
わ
た
し
も
ア
イ

ロ
ソ
か
け
を
し
た
あ
と
は
急
い
で
い

て
も
そ
の
し
ま
つ
を
し
っ
か
り
し
て

　
　
　
　
　
　
　
い
か
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
な
ら
な
い
と
思
っ

　
　
　
　
　
　
　
た
。
で
も
し
ま
つ

　
　
　
　
　
　
　
を
し
な
い
で
遊
び

代
子
　
に
行
っ
て
火
事
に

　
　
　
　
　
　
　
な
っ
た
ら
そ
れ
こ

そ
遊
び
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
火
事
を
出
さ
な
い
よ
う

に
火
の
し
ま
つ
、
ア
イ
ロ
ソ
の
し
ま

つ
な
ど
は
て
き
ば
き
と
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
一
人
が
注

意
し
て
も
他
の
人
が
い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
に
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。

　
み
な
さ
ん
も
こ
れ
か
ら
は
注
意
し

て
火
事
を
な
く
す
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

飛
渡
地
区
通
信
婦
人
学
級

あ
る
日
制
服
に
ア
イ
・
ソ
か
け
て

い
た
ら
お
ね
え
さ
ん
が
「
お
や
っ
だ

よ
」
と
い
っ
た
。

わ
た
し
は
「
ハ
ー

イ
」
と
そ
の
ま
ま

制
服
の
ア
イ
ロ
ン

か
け
を
つ
づ
け
た

そ
れ
か
ら
十
分
く

金
　
賞

火
の
用
心
作
文

ア
イ
ロ
ン

ら
い
し
て
よ
う
や
く
ア
イ
ロ
ン
か
け

を
お
や
し
た
。

　
下
に
い
っ
た
ら
、
お
ね
え
さ
ん
や

お
か
あ
さ
ん
は
お
茶
を
の
み
な
が
ら

お
か
し
を
食
べ
て
い
た
。
わ
た
し
も

■
お
か
あ
さ
ん
か
ら
お
茶
を
入
れ
て
も

ら
っ
て
、
お
か
し
を
食
ぺ
な
が
ら
テ

レ
ビ
を
見
て
い
た
が
、
何
か
わ
す
れ

た
よ
う
な
気
が
し
て
き
た
．
あ
っ
と

気
が
つ
い
た
「
ア
イ
ロ
ン
つ
け
っ
ば

鐙
島
小
六
年

保か

坂け
美

お
せ
っ
き
よ
う
を
さ
れ
た
。
お
せ
っ

き
よ
う
も
、
ま
い
ど
の
こ
と
だ
が
こ

の
お
せ
っ
き
よ
う
に
は
や
っ
ば
り
わ

た
し
も
反
省
し
た
。

　
火
事
に
な
れ
ば
住
む
所
も
な
く
な

っ
て
し
ま
う
か
ら
、
火
事
は
こ
わ
い

ん
だ
と
つ
く
づ
く
思
わ
ず
に
は
い
ら

れ
な
か
っ
た
。
な
に
げ
な
く
か
わ
い

そ
う
だ
な
あ
と
思
っ
て
い
た
水
害
地

の
人
た
ち
や
、
大
火
事
に
な
っ
た
り

、
、
、
、
、
、
、
㍉
、
、
、
、
、
軌
、
馬
、
、
、
、
、
辱
、
、
ら
、
、
、
、
、
．
、
、
噺
k
、
、
、
、
町
、
、
軌
、
、
噂
、
㌧
晦
、
、
、
、
、
、
、
ゆ
、
、
．
、
、
◎
㌧
、
．
㌧
、
侮
、
㍉
◎
、
、
．
、
㌧
儀
、
，
へ
、
o
、
、
ヤ
、
、
　
－
、
、
へ
、
、
、
噺
、
、
侮
、
、
、
、
、
、
￥
、
、
、
、
、
、
へ

居
住
権
を
保
護
し
て
や
る
必
要
あ
が

ヶ
ま
ず
の
で
，
反
対
の
意
思
表
示
の

な
い
限
り
、
同
居
し
て
い
た
事
実
上

の
妻
や
夫
、
事
実
上
の
養
子
に
借
家

　
　
〈
解
説
〉

れ
も
当
然
承
継
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。三

、
建
物
保
護
法
が
改
正
に
な
っ
た

　
と
い
い
ま
す
が
、
ど
の
点
が
改
め

改
正
借
地
借
家
法

権
を
承
継
さ
せ
る
事
に
し
た
の
で
す

　
二
の
場
合
、
承
継
し
た
者
は
以
前

滞
っ
て
い
た
家
賃
が
あ
れ
ば
そ
れ
を

支
払
う
義
務
を
承
継
し
ま
す
し
、
ま

た
、
敷
金
返
還
謂
求
権
が
あ
れ
ば
こ

⑦

　
ら
れ
た
の
で
す
か
．

　
建
物
保
護
注
は
、
明
治
四
十
二
年

に
制
定
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
地
震
売
買

（
土
地
の
所
有
者
が
他
人
に
土
地
を

売
渡
す
と
、
そ
の
土
地
の
上
に
前
の

所
有
者
と
賃
貸
借
を
契
約
を
し
て
い

て
も
、
新
所
有
者
に
は
賃
借
権
を
主

張
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

「
売
買
は
賃
貸
借
を
破
る
」
と
い
わ

れ
、
建
物
を
こ
わ
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
で
、
地
震
売
買
と
い
わ

れ
た
）
を
防
ぐ
た
め
に
、
建
物
の
保

存
登
記
が
借
地
人
名
義
で
し
て
あ
れ

ば
、
土
地
の
新
所
有
者
に
借
地
権
を

も
っ
て
対
抗
で
き
る
と
し
た
法
律
で

す
。　

し
か
し
そ
の
第
一
条
第
二
項
で
建

物
が
滅
失
し
て
し
ま
う
と
、
借
地
権

の
残
存
期
間
が
あ
っ
て
も
当
然
地
主

に
対
抗
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
後
大
正
十
年
に
借

地
法
が
制
定
さ
れ
、
借
地
権
の
残
存

期
間
が
あ
る
限
ウ
、
借
地
権
は
存
続

す
る
よ
う
な
規
定
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
の
で
、
建
物
保
護
法
第
一
条
第
二

項
の
規
定
は
意
味
の
な
い
も
の
に
な

っ
た
と
も
い
え
る
の
で
が
、
法
に
条

項
ん
残
っ
て
い
る
と
い
ろ
い
は
解
釈

上
疑
議
が
生
じ
ま
す
の
で
、
こ
れ
を

削
除
し
て
、
解
決
を
明
確
に
し
た
の

で
す
。
　
（
十
日
町
地
区
調
停
協
会
）

1
わ
ら
ぽ
し
通
信
1

　
飛
渡
は
出
稼
ぎ
と
出
機
地
区
で
あ

る
。　

十
一
月
か
ら
翌
年
の
五
月
ま
で
は

屈
強
の
男
衆
は
村
に
い
な
い
。
出
機

戸
数
は
二
〇
〇
を
数
え
る
。
雪
お
ろ

し
、
道
つ
け
、
夫
の
留
守
中
の
仕
事

の
き
り
ま
わ
し
、
子
ど
も
の
し
つ
け

出
機
…
と
主
婦
は
忙
し
い
毎
日
を
送

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
へ
き
地
の

婦
人
の
た
め
に
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
学
べ
る
、
通
信
婦
人
学
級
「
わ
ら

ぼ
し
通
信
」
を
社
会
教
育
課
と
共
同

し
て
昨
年
の
一
月
か
ら
始
め
た
。
通

信
は
、
B
五
判
で
二
ぺ
ー
ジ
の
タ
イ

ブ
印
刷
で
毎
月
一
日
、
十
五
日
の
二

回
発
行
し
て
い
る
。
　
「
わ
ら
ぽ
し
通

信
」
に
は
、
か
あ
ち
ゃ
ん
が
わ
ら
ぽ

し
を
か
む
っ
て
隣
へ
お
茶
の
み
に
行

く
気
安
さ
で
読
ん
で
ほ
し
い
と
い
う

願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

燕
覇

　
　
い
ま
ま
で
に
と
り
上
げ
た
テ
ー
マ

　
は
、
正
月
の
行
事
、
出
稼
ぎ
先
へ
手

㎜
…
紙
を
出
そ
う
、
母
性
愛
」
手
を
ぬ
く

…
㎜
家
庭
教
育
、
テ
レ
ビ
と
生
活
、
嫁
姑

…
…
の
問
題
．
夫
婦
の
対
話
、
肥
満
症
、

　
母
乳
の
与
え
方
．
人
工
栄
養
と
混
合

　
栄
養
、
離
乳
食
、
妊
娠
時
と
産
後
の

”
一
注
意
、
出
機
の
騒
音
　
お
盆
と
三
階

…
㎜
節
、
高
血
圧
、
食
物
と
栄
養
、
栄
養

…
…
三
色
、
栄
養
改
善
の
た
め
の
助
言
、

繋
鍵
羅

…
…
毎
号
手
近
に
あ
る
材
料
を
使
っ
て
食

㎜
…
卓
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
「
献
立
の

…
㎜
ヒ
ソ
ト
」
欄
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

，
こ
の
通
信
婦
入
学
級
は
四
十
二
年
度

　
か
ら
文
部
省
委
嘱
婦
人
学
級
と
ー
そ

　
①
活
字
に
親
し
む
主
婦
に
な
る
②
生

盟
活
を
み
つ
め
、
考
え
る
主
婦
に
な

…
㎜
る
。
と
い
う
目
標
に
向
っ
て
健
康
、

㎜
…
食
生
活
、
家
庭
、
生
活
習
族
の
問
題

　
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
る
。
　
「
次
号

　
が
待
ち
遠
し
い
」
「
こ
う
ゆ
う
の
が

’
始
ま
っ
た
と
出
稼
ぎ
先
き
の
夫
へ
手

一
…
紙
に
入
れ
て
や
っ
た
」
等
の
声
が
聞

え
る
．
ま
た
婦
人
会
の
文
集
に
も
通

信
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
毎
号

通
信
は
、
家
族
の
お
ぽ
え
、
耕
地
面

積
、
わ
が
家
の
記
念
日
、
各
種
注
文

控
の
あ
る
綴
じ
こ
み
表
紙
に
綴
づ
ら

れ
て
い
る
。
婦
人
た
ち
の
関
心
は
高

い
。
第
一
回
目
の
「
わ
ら
ぼ
し
通
信

の
つ
ど
い
」
（
ス
ク
ー
リ
ソ
グ
）
を

昨
年
七
月
二
日
、
三
ッ
山
分
校
で
行

な
っ
た
。
通
信
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て

高
井
県
社
教
主
事
さ
ん
の
「
母
性
愛

と
家
庭
教
育
」
の
話
を
聞
い
て
、
グ

ル
ー
プ
で
話
し
合
い
を
し
た
。
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
は
「
エ
ソ
ピ
ツ
が

一
本
」
の
歌
を
う
た
い
フ
ォ
ー
ク
ダ

γ
ス
を
踊
っ
た
。
集
っ
た
九
十
人
は

有
意
義
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

た
。
通
信
を
単
な
る
一
方
通
行
に
終

ら
せ
な
い
た
め
に
書
く
学
習
を
と
一

月
婦
人
た
ち
よ
り
「
明
る
い
家
庭
」

と
「
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
る
た
め

に
」
と
い
う
こ
と
で
書
い
て
も
ら
い

三
月
に
は
農
家
の
「
あ
と
つ
ぎ
」
と

「
よ
め
」
に
つ
い
て
意
見
を
書
い
て

も
ら
っ
た
多
く
の
婦
人
た
ち
が
書
い

て
く
れ
た
．
一
年
間
を
通
じ
て
①
学

習
す
る
婦
人
が
ふ
え
た
こ
と
、
②
学
習

を
家
庭
内
に
持
ち
こ
ん
だ
こ
ゑ
㊨
読

む
と
い
弓
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が
出

来
た
こ
と
④
健
康
に
つ
い
て
関
心
が

高
ま
り
食
生
活
に
つ
い
て
工
夫
を
す

る
こ
と
が
と
手
に
な
っ
た
こ
と
⑤
考

え
て
書
く
こ
と
が
身
に
つ
い
て
き
た

こ
と
な
ど
の
効
嬰
が
レ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
か
ら
承
婦
人
た
ち
の
声
を
聞
き

な
が
ら
み
ん
な
で
わ
ら
ぽ
し
通
信
を

育
て
て
ゆ
き
た
い
。
　
（
飛
渡
地
区
公

民
舘
キ
事
・
波
形
卯
二
）
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